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復
旧
・
復
興
指
針
を
改
訂

中
長
期
に
停
電
対
策
な
ど

県防災
危機管理部

台
風
・
大
雨
災
害
か
ら
２
年

圏央道改良で生産性向上

畔蒜工務店に栄誉

常
総
国
道
事
務
所 

20
年
度
優
良
工
事
等
表
彰

　
２
０
２
０
年
度
常
総
国
道

事
務
所
優
良
工
事
等
表
彰
の

対
象
が
７
月
15
日
、
発
表
さ

れ
た
。
千
葉
県
か
ら
は
「
Ｒ

１
圏
央
道
神
崎
下
総
地
区
改

良
工
事
」
を
施
工
し
た
㈱
畔

蒜
工
務
店
が
新
技
術
活
用
・

生
産
性
等
向
上
工
事
表
彰
を

受
賞
し
た
。

　
丸
山
昌
宏
事
務
所
長
は
、

表
彰
に
際
し
「
イ
ン
フ
ラ
分

野
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

な
ど
、
受
注
者
、
発
注
者
が

一
体
と
な
っ
て
生
産
性
の
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
。
ま
た
、
建
設
業
に
携
わ

っ
て
い
る
皆
さ
ま
に
は
、
後

に
続
く
方
々
の
手
本
と
な

り
、
優
れ
た
人
材
育
成
に
も

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。

　
新
技
術
活
用
・
生
産
性
等

向
上
工
事
表
彰
は
、
新
技
術

や
３
次
元
デ
ー
タ
な
ど
の
活

用
に
よ
り
生
産
性
、
品
質
、

安
全
性
等
の
向
上
を
図
る
取

り
組
み
が
優
れ
た
工
事
を
選

定
し
、
た
た
え
る
も
の
。
建

設
生
産
シ
ス
テ
ム
全
体
の
生

産
性
向
上
等
へ
の
取
り
組
み

の
裾
野
を
拡
大
し
、
よ
り
一

層
、
増
進
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
表
彰
の
対
象
は
、
表
彰
対

象
年
度
に
完
成
し
、
施
工
が

優
秀
で
、
新
技
術
活
用
・
生

産
性
等
向
上
へ
の
取
り
組
み

な
ど
が
優
れ
た
工
事
の
中
か

ら
選
定
さ
れ
る
。受
賞
者
は
、

常
総
国
道
事
務
所
が
総
合
評

価
落
札
方
式
で
発
注
す
る
工

事
に
お
い
て
、
企
業
の
技
術

力
に
お
け
る
評
価
が
優
位
に

な
る
。

　
優
良
工
事
関
係
は
総
数
28

件
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
、

優
良
工
事
５
件
、
優
秀
工
事

技
術
者
２
人
、
優
良
下
請
け

企
業
１
社
、
優
秀
下
請
け
技

術
者
１
人
だ
っ
た
。
優
良
業

務
関
係
は
総
数
44
件
の
中
か

ら
、
優
良
業
務
１
件
、
優
秀

技
術
者
１
人
が
選
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
建
設
産
業
担
い
手

確
保
・
育
成
貢
献
工
事
２
件
、

新
技
術
活
用
・
生
産
性
等
向

上
工
事
４
件
が
選
出
さ
れ

た
。

　
こ
の
度
、
２
０
２
０
年
度
常
総

国
道
事
務
所
優
良
工
事
等
表
彰
と

し
て
、
優
良
工
事
５
件
、
優
秀
工

事
技
術
者
３
人
、
優
良
下
請
け
企

業
１
件
、
優
秀
下
請
け
技
術
者
１

人
、
な
ら
び
に
優
良
業
務
１
件
、

優
秀
技
術
者
１
人
を
表
彰
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
当
事
務
所
独
自

の
表
彰
と
な
る
優
良
建
設
産
業
担

い
手
確
保
・
育
成
貢
献
工
事
２

件
、
新
技
術
活
用
・
生
産
性
等
向

上
工
事
４
件
に
つ
い
て
も
表
彰
い

た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
関
東
地
方
整
備
局
長
表

彰
と
し
て
、
優
良
工
事
１
件
、
優

秀
工
事
技
術
者
１
人
、
優
良
業
務

３
件
、
優
秀
技
術
者
３
人
が
表
彰

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
20
年
度
に
完

了
し
た
当
事
務
所
の
工
事
28
件
お

よ
び
業
務
44
件
の
中
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
貢
献
さ
れ
、
特
に

優
れ
た
成
績
を
収
め
た
工
事
・
業

務
、
技
術
者
に
つ
い
て
表
彰
さ
せ

【
工
期
】

　
２
０
２
０
年
３
月
24
日
〜
21
年
３
月
31
日

【
工
事
概
要
】

　
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
４
車
線
化
事
業
に
お
い
て
、

成
田
市
名
木
地
先
に
仮
橋
を
含
む
工
事
用
道
路
な
ど
を
整
備
す

る
も
の
。

　
施
工
内
容
は
、
掘
削
お
よ
び
盛
土
な
ど
の
道
路
土
工
、
仮
橋

・
仮
桟
橋
工
や
防
護
施
設
工
な
ど
の
仮
設
工
。

【
表
彰
理
由
】

　
多
岐
に
わ
た
る
仮
設
工
の
実
施
が
求
め
ら
れ
た
。
工
事
全
般

を
通
じ
て
適
切
な
施
工
管
理
と
工
程
管
理
の
工
夫
に
取
り
組

み
、
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、
現
場
停
滞
を
回
避
し
つ
つ
週
休

２
日（
４
週
８
休
）
を
達
成
。
無
事
故
で
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

Ｒ
１
圏
央
道
神
崎
下
総
地
区
改
良
工
事
／
株
式
会
社 

畔
蒜
工
務
店

新
技
術
活
用
・
生
産
性
等
向
上
工
事

完成

工事用道路（仮桟橋）施工状況

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
受
賞

さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
当
事
務
所
が
事
業
を
担
っ
て
お

り
ま
す
、
東
関
東
自
動
車
道
水
戸

線
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
、
国
道
６
号
牛
久
・
土
浦
バ
イ

パ
ス
は
、
茨
城
県
の
鹿
行
地
域
お

よ
び
県
南
地
域
の
発
展
を
担
う
重

要
な
道
路
と
し
て
、
整
備
へ
の
期

待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
安

全
・
安
心
な
社
会
資
本
整
備
が
、

よ
り
一
層
必
要
と
な
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
建
設
業
全
体

で
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
な
ど
、
受
注
者
、
発
注
者
が

一
体
と
な
っ
て
生
産
性
の
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま

た
、
現
在
、
建
設
業
に
携
わ
っ
て

お
ら
れ
る
皆
さ
ま
に
は
、
後
に
続

く
方
々
の
手
本
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
優
れ
た
人
材
育
成
に
も
努
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
方

に
対
し
、
改
め
て
深
く
敬
意
と
感

謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
さ
ら
な
る
技
術
の
向
上
と

円
滑
な
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

優れた人材育成に期待
丸山昌宏事務所長

　
各
事
業
の
進
捗
状
況
を
見
る

と
、
指
針
に
お
い
て
進
捗
管
理

を
行
っ
て
い
る
72
項
目
の
う

ち
、
上
水
道
・
工
業
用
水
道
等

の
停
電
対
策
、
河
川
整
備
、
無

電
柱
化
、
防
災
訓
練
な
ど
16
項

目
は
、
事
業
完
了
ま
で
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
中
長
期

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
残
る
56
項
目
の
う
ち
、
災

害
廃
棄
物
処
理
や
浸
水
想
定
区

域
図
の
早
期
公
表
な
ど
39
項
目

が
こ
れ
ま
で
に
完
了
。
ま
た
、

被
災
件
数
の
多
い
住
宅
や
農
業

用
施
設
の
復
旧
支
援
な
ど
11
項

目
が
21
年
度
末
ま
で
に
、
ま
た

応
急
仮
設
住
宅
の
提
供
や
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
な
ど
６

項
目
が
22
年
度
末
ま
で
に
完
了

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
長
期
的
に
実
施
す
る
主
な

事
業
と
し
て
、
停
電
・
断
水
対

策
、
治
水
対
策
、
防
災
力
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
。

停
電
・
断
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

停
電
や
浸
水
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
施
設

（
上
下
水
道
・
工
業
用
水
道
施

設
）
や
河
川
管
理
施
設
、
病
院

・
診
療
所
、
社
会
福
祉
施
設
等

に
お
け
る
停
電
対
策
に
つ
い

て
、
21
年
度
以
降
も
計
画
的
な

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
治
水
対
策
で
は
、
一
宮
川
の

中
流
域
に
お
い
て
、
国
の
「
河

川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事

業
」
な
ど
の
採
択
を
受
け
、
河

道
断
面
の
拡
大（
護
岸
法
立
て
、

河
道
拡
幅
）
や
第
二
調
節
池
の

増
設
を
実
施
。
ま
た
上
流
域
・

支
川
に
お
い
て
、
21
年
度
末
ま

で
に
河
川
整
備
計
画
を
変
更
す

る
と
と
も
に
、
22
年
度
の
事
業

化
を
目
指
す
。
ま
た
印
旛
沼
で

は
、
水
資
源
機
構
、
関
係
自
治

　
県
防
災
危
機
管
理
部
は
、
２
０
１
９
年
の
房
総
半
島
台
風
等
の

一
連
の
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
実
現
に
向
け
て
、
同
年
11
月

に
策
定
し
た
「
千
葉
県
災
害
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
指
針
」
を
改

訂
し
た
。
９
日
に
被
害
発
生
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
実
績
や
進
捗
状
況
を
追
記
し
た
。
改
訂

は
今
回
で
４
回
目
と
な
る
。

体
、
利
水
者
な
ど
と
協
議
し
、

予
備
排
水
開
始
の
基
準
と
な
る

予
測
降
雨
量
を
引
き
下
げ
る
こ

と
と
し
、
新
た
に
運
用
を
開
始

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
県
管

理
河
川
に
お
い
て
は
、
河
川
本

来
の
流
下
能
力
を
確
保
す
る
た

め
、
竹
木
伐
採
・
堆
積
土
砂
の

撤
去
を
実
施
。
20
年
度
か
ら
は

新
た
に
創
設
さ
れ
た
緊
急
浚
渫

推
進
事
業
を
活
用
し
、
竹
木
伐

採
・
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
集
中

的
に
実
施
し
て
い
く
。

　
防
災
力
の
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
で
は
、
地
域
防
災
計
画

に
お
い
て
災
害
対
策
本
部
設
置

基
準
や
配
備
基
準
な
ど
を
見
直

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
内

容
を
災
害
発
生
時
の
応
急
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に
反
映
し
た
。

　
県
で
は
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
住
宅
や
農
業
用
施
設
の

復
旧
支
援
な
ど
現
在
実
施
し
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
市
町
村
や
関
係
団
体
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
停

電
対
策
や
治
水
対
策
な
ど
中
長

期
的
な
実
施
が
必
要
な
事
業
に

つ
い
て
は
今
後
、
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
等
の
各
種
計
画
に
も

位
置
付
け
た
上
で
早
期
完
了
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

北総支部に知事感謝状
鳥インフルで多大な貢献

　
県
農
林
水
産
部
の
井
出
基
雄

・
畜
産
課
長
及
び
島
田
純
・
同

副
技
監
（
兼
家
畜
衛
生
対
策
室

長
）
と
、
県
北
部
家
畜
保
健
衛

井
出
・
畜
産
課
長
か
ら
萩
原

・
北
総
支
部
長
（
前
列
左
）

へ
の
感
謝
状
贈
呈
。
後
列
は

（
左
か
ら
）
竹
内
副
支
部
長
、

鎌
形
副
支
部
長
、
島
田
・
畜

産
課
家
畜
衛
生
対
策
室
長
、

小
島
・
北
部
家
畜
保
健
衛
生

所
長

一
氏
と
竹
内
一
雅
氏
が
応
対
し

た
。

　
井
出
課
長
は
、こ
の
地
域（
多

古
町
）
で
鳥
イ
ン
フ
ル
が
発
生

し
た
の
は
、
県
内
で
一
番
新
し

い
鶏
舎
だ
っ
た
こ
と
に
言
及
。

「
鳥
が
入
っ
て
来
な
く
て
も
、

病
原
体
が
周
辺
に
あ
れ
ば
、
小

動
物
を
介
し
て
発
生
す
る
場
合

も
あ
る
」
と
し
、
今
回
の
派
生

を
受
け
て
、
生
産
者
に
対
し
て

は
「
も
う
一
度
自
分
た
ち
で
気

を
引
き
締
め
て
対
応
し
て
頂
き

た
い
と
の
こ
と
で
、
厳
格
に
指

導
し
て
い
る
」
と
説
明
。

　
北
総
支
部
会
員
に
お
い
て

は
、
昨
年
末
か
ら
年
度
末
に
か

け
て
の
埋
却
作
業
と
な
っ
た
こ

と
に
対
し
て
「
公
共
工
事
の
繁

忙
期
の
中
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

調
整
を
行
い
な
が
ら
の
対
応
に

は
、
い
く
ら
感
謝
し
て
も
し
き

れ
な
い
」
と
謝
辞
。

　
加
え
て
、
殺
処
分
の
鶏
の
数

か
ら
見
て
も
「
こ
れ
以
上
な
い

ペ
ー
ス
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
埋
却

作
業
を
行
っ
て
頂
い
た
」
と
称

え
る
と
と
も
に
「
も
し
も
の
際

に
は
、
改
め
て
協
力
を
賜
り
た

い
」
と
要
請
し
た
。

　
一
方
で
、
小
島
所
長
は
「
今

回
埋
め
て
頂
い
た
プ
ー
ル
形
式

は
、
全
国
で
初
め
て
の
試
み
だ

っ
た
と
思
う
」
と
言
明
。
「
国

の
研
修
会
で
話
す
機
会
も
多
い

が
、
そ
の
反
響
は
大
き
い
」
と

し
「
全
国
か
ら
講
習
に
来
て
く

れ
と
い
う
依
頼
も
来
て
い
る
」

と
報
告
し
た
。

　
今
回
の
感
謝
状
は
、
８
月
５

日
に
熊
谷
知
事
が
（
一
社
）
千

葉
県
建
設
業
協
会
（
髙
橋
順
一

会
長
）
の
本
部
を
は
じ
め
、
夷

隅
支
部
、
香
取
支
部
、
八
日
市

場
支
部
、
北
総
支
部
の
４
支
部

を
含
め
た
１
７
７
団
体
・
３
個

人
に
対
し
て
贈
呈
を
決
定
。

　
同
協
会
本
部
に
は
、
８
月
20

日
に
県
農
林
水
産
部
の
﨑
山
一

次
長
ら
４
氏
が
訪
問
。
支
部
に

対
し
て
は
、
井
出
課
長
ら
が
今

月
７
日
に
夷
隅
支
部
、
８
日
に

香
取
支
部
と
八
日
市
場
支
部
を

訪
ね
て
、
そ
れ
ぞ
れ
知
事
か
ら

の
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

　
県
が
ま
と
め
た
２
０
２
０
年

度
に
お
け
る
「
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防
疫
対
応
の

概
要
」
に
よ
る
と
、
発
生
件
数

は
11
件
で
、
発
生
市
町
村
は
い

す
み
市
、
匝
瑳
市
、
旭
市
、
横

芝
光
町
、多
古
町
の
３
市
２
町
。

種
別
は
採
卵
鶏
（
９
件
）
、
あ

ひ
る
（
２
件
）
で
、
延
べ
殺
処

分
数
は
４
５
７
万
６
３
０
３

羽
。
殺
処
分
終
了
日
は
２
０
２

１
年
２
月
22
日
、
防
疫
措
置
完

了
日
は
21
年
３
月
29
日
、
移
動

制
限
区
域
の
解
除
は
21
年
４
月

20
日
。

井
出
・
県
畜
産
課
長
ら
が
訪
問

生
所
の
小
島
洋
一
所
長
の
３
氏

は
９
日
、
佐
倉
市
内
の
（
一
社
）

千
葉
県
建
設
業
協
会
北
総
支
部

（
萩
原
仁
支
部
長
）
を
訪
ね
、

昨
年
度
に
県
内
で
発
生
し
た
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

係
る
防
疫
対
応
に
「
多
大
な
協

力
を
得
た
」
と
し
て
、
熊
谷
俊

人
知
事
か
ら
の
感
謝
状
を
贈

呈
。
支
部
で
は
萩
原
支
部
長
を

は
じ
め
、
副
支
部
長
の
鎌
形
憲

柏市／ＰＦＩ等検討し
学校給食Ｃの基本計画

2

きょうの
紙 面

公
共

勝浦市／旧郁文小利活
用募集要領の配布開始公

共

東総広域／松山清掃工
場解体発注仕様書公告 公

共

成田の太陽光など県林
地開発許可９件｢妥当｣ 公

告

千葉用水／房総導水路
施設機能保全計画策定 入

札

笹曽根地区外道路改良
工を3.3億円で片岡建設公

共 2 2 2 6 5


